　　


会社名：

（様式－１ａ）

業務実施方針（１／２）
	業務実施手順

	●「路面下空洞調査に関する業務実施手順」
《業務実施手順》・路面下空洞調査全体の手順を工期短縮も含めて効率化する方策

	

説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・


説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・


6

7

8

	※
※

	地域特性の把握状況

	●「路面下空洞調査の実施に必要な現地踏査や資料収集のポイント」
・地域の状況や空洞の発生する原因などを踏まえた、現地踏査や資料収集のポイント

	

	※


注１）※の枠内には記述しないこと。

注２）提出者及び協力を求める者を特定することができる内容の記述（具体的な社名・個人名等）をしてはならない。（記述があった場合は失格。）

注３）工程計画以外の文字ポイントは12ptを標準とし、「業務実施手順」は15行、「地域特性の把握状況」は10行以内で記述すること。指定行数を超えた部分は評価の対象としない。また、原則として様式は変更しないこと（行間の変更もしないこと）。
注４）曖昧な表現を避けること。曖昧な表現の記述は評価の対象外とする。

注５）本文中へ図や表を挿入しても良いが、図や表にだけ記述されている内容は評価しない。

注６）必要に応じ、提案内容のヒアリングを実施する。
会社名：

（様式－１ｂ）

業務実施方針（２／２）
	業務計画の的確性

	●「路面下空洞調査の精度確保」
《業務計画の的確性》レーダー画像から空洞を確実に抽出するための問題点と解決策


	

	※

	工程計画の妥当性

	●「路面下空洞調査における工程計画」
《工程計画》業務内容と業務量を適切に把握した工程計画

	検討項目
	業務全体の工程計画
	備　考

	
	○月
	○月
	○月
	○月
	○月
	○月
	○月
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	※


注１）※の枠内には記述しないこと。

注２）提出者及び協力を求める者を特定することができる内容の記述（具体的な社名・個人名等）をしてはならない。（記述があった場合は失格。）

注３）工程計画以外の文字ポイントは12ptを標準とし、「業務計画の的確性」は15行以内で記述すること。指定行数を超えた部分は評価の対象としない。また、原則として様式は変更しないこと（行間の変更もしないこと）。

注４）曖昧な表現を避けること。曖昧な表現の記述は評価の対象外とする。

注５）本文中へ図や表を挿入しても良いが、図や表にだけ記述されている内容は評価しない。

注６）必要に応じ、提案内容のヒアリングを実施する。
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文字またはフロー図等で業務実施手順を明記する
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